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き論点を同定した（詳細は国立教育政策研究所, 2020a）。表 1 に，一連の論点を列挙した。表に見
るように，出発時点では一般的だった論点が，回を重ねるごとにより精緻化・詳細化しつつある。









求められると結論が導かれた（国立教育政策研究所, 2020b, p.74）。 
フェイズ１シンポジウムでは，図 1b のように，これら三つの論点を巡る主張がそれぞれ異なる
研究・実践上の立場や視点を負っていることを前提として，それらが融合可能か，研究推進につ
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次の問い（論点） ① 高度情報技術の進展した未来の社会とそれに向けて求められる教育 
② 授業やテストにおける高度情報技術の活用可能性 
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図 1a キックオフシンポジウム報告書から 
（国立教育政策研究所, 2020b） 
図 1b フェイズ１シンポジウム報告書から 
（国立教育政策研究所, 2020a） 
 
図 1c フェイズ１シンポジウム講演資料から 
（国立教育政策研究所, 2020a） 
図 1d フェイズ１シンポジウム報告書から 
（国立教育政策研究所, 2020a） 
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図 2 プロジェクトの展開予定 
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第 2節 シンポジウムのプログラム概要 
 
フェイズ 2 中間シンポジウムは次のような形で行われた。 
 
タイトル： 
国立教育政策研究所 令和２年度教育研究公開シンポジウム  
  高度情報技術の進展に応じた教育革新 
～「学習評価」の充実による教育システムの再構築：みんなで創る「評価の三角形」～ 
日  時：令和２年９月 15 日（火曜日） 13 時 00 分～16 時 30 分 
場  所：オンライン開催 






時 間  内 容 （肩書は全てシンポジウム当時） 
13:00 趣旨説明 藤原文雄：国立教育政策研究所初等中等教育研究部長 









13:40 基調講演 ※字幕付きビデオ放映 
「テクノロジーが支援する評価システムの開発・実装に向けた示唆的な概念としての
『評価の三角形』("The Assessment Triangle as a Conceptual Guide for the 
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15:10 ビジョナリートーク  
「学習環境のデザインと評価を支えるテクノロジー」  
喜連川優：大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所長 







16:25 閉会挨拶 佐藤安紀：国立教育政策研究所次長 
 


















国立教育政策研究所 (2020a). 高度情報技術を活用した全ての子供の学びの質の向上に向けて 
(フェイズ１シンポジウム報告書). 国立教育政策研究所. 





15:10 ビジョナリートーク  
「学習環境のデザインと評価を支えるテクノロジー」  
喜連川優：大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所長 
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国立教育政策研究所 (2020a). 高度情報技術を活用した全ての子供の学びの質の向上に向けて 
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第 2 節 パネル・ディスカッション 
「高度情報技術を活用した未来の教育と評価システム」 
① 滝波泰 （文部科学省初等中等教育局教育課程課⻑） 
 ② 桐生崇 （文部科学省初等中等教育局企画官・学びの先端技術活用推進室⻑） 
 ③ 浅原寛⼦（文部科学省総合教育政策局調査企画課学⼒調査室⻑） 
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GIGA スクール構想と，それから，PISA や TIMSS といった
国際的な学力調査も CBT 化に向けた流れが進んでおりま
す。例えば PISA につきましては，2015 年度から CBT で実
施をされておりますし，また，TIMSS につきましては，2019








らっしゃる先生方に御参画をいただいて，本年 4 月から本格的に検討をしております。 































GIGA スクール構想と，それから，PISA や TIMSS といった
国際的な学力調査も CBT 化に向けた流れが進んでおりま
す。例えば PISA につきましては，2015 年度から CBT で実
施をされておりますし，また，TIMSS につきましては，2019








らっしゃる先生方に御参画をいただいて，本年 4 月から本格的に検討をしております。 

























































































































































































































OECD にいらっしゃって，海外の ICT 利活用等も見てこられたと思うのですけれども，何かコメン
トをいただけますでしょうか。 
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第 3 節 基調講演 
「テクノロジーが支援する評価システムの開発・実装に向けた示唆的な概念としての
『評価の三角形』」 
("The Assessment Triangle as a Conceptual Guide for the Development and Implementation 
of Technology-Supported Assessment Systems") 




















おいて ICT にできることについてです。 
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第 4 節 パネル・ディスカッション 
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② 寺尾尚大 （（独）大学入試センター試験評価解析研究部門助教） 
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C にはしてはいけません。つまり， 終的によくなれば， 初の部分は，それは形成的評価のため
に取った情報ですから， 終的にできれば，それでいいわけですね。この辺を毎時間毎時間情報
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一あた半は選択肢 1，2，3，4 のどれか，正解は 4 です
けれども，子供たちに実際会話してもらうと，こんな会
話になります。 
児童 A は「私これにしたんだよ，だってさ 1.5 倍で，
ここに 1.5 って書いてあるからさ」というので「1.5」に
つられて，誤答の 3 番を選んでいる。それに対して，児
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の途中で Aが「え，でもでも待って， 2 個目があるじゃん，それにこうやって，こうなって，で
も，この 2 個目の全部言っているわけじゃなくて，この半分の長さを言っているわけだから」と
いうふうに体を使って，数の意味をじっくり考えてみると，児童 B から「1.5 倍って 1 個と半分
か」，児童 Aから「1.5 倍って 1 に 0.5 足した数だからね」というのでそれぞれの納得表現が出て
くる。 後は正解を見付けて選択肢 4 だ，たぶんそう信じようと言っています。 
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例えば，知識構成型ジグソー法で行った中高での 7 授業です。その 61 グループの 172 名がそれ
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第 1節 シンポジウムを振り返って 
本節では，シンポジウムの構成に従って，その発言や議論について要約・抄録を行う。発言を
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総合教育政策局調査企画課 浅原学力調査室長は，まず，全国的な学力調査の CBT 化検討ワー
キンググループの論点整理について報告し，「調査の目的と実施方法というものは，表裏一体の関
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九州大学 安浦理事・副学長，上智大学 奈須教授，本研究所 上野教育課程調査官（併）視学官が
各々10 分程度のトークを行い， 後にディスカッションする形で実施した。 
本セクションは，まず，白水総括研究官による「教育データ」や「学習データ」というときのイ
メージの豊富化の必要性の指摘から始まった。例えば，「教育データといったときに，コロナで学



























るオンライン教育の遅れに対し，GIGA スクール構想によって 1 人 1 台端末が整備されていく状
況を踏まえ，「ICT をうまく使って学習する」という情報活用能力の育成と「これからの時代を反
81 
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参加者のアンケート回答は 300 件であった。これはシンポジウム申込者数 1500 名の 20％，当
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図 3a 本シンポジウム（フェイズ２中間シンポジウム）参加者の所属 
 
図 3b フェイズ１シンポジウム参加者の所属 
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図 3b フェイズ１シンポジウム参加者の所属 
 











































































































































































































































































































第 3節 事後のコミュニケーションツールにおける質疑応答 
本シンポジウム終了後にコミュニケーションツールを使って，登壇者と参加者との間での質疑













A1-2.（他の登壇者）：As for the assessment triangle and the classroom that is a wonderful question — I 
have been working on that issue for quite some time and it is very interesting when teachers realize 
that assessment is all about the process of reasoning from evidence and come to understand the 
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第 4節 まとめに代えて：次なる論点 
本シンポジウムでは，第 1 章で整理したように，教育と学びの本質を考える立場と情報技術の
可能性を唱える立場，情報基盤の必要性を訴える立場を融合する焦点として「学習評価の充実に
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図 5a 教育データ活用（安浦氏スライド再掲） 図 5b 教育データ活用（白水スライド再掲） 
 
【引用・参考文献】 























図 5a 教育データ活用（安浦氏スライド再掲） 図 5b 教育データ活用（白水スライド再掲） 
 
【引用・参考文献】 
Eisner, E. W. (1983). The Art and Craft of Teaching. Educational Leadership, 40(4), 4-13. 
（白水 始） 

